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小学校では保健指導に

るが、禁煙指導内容に悩

にある。また一般に日常

化している実態がある。
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ソーシャルマーケティ
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ラスの 78 人。形成調査

査実施後、日本の養護教

を介入として行った。そ

ウトカム評価の調査を

介入群とし、早期に授
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に分け、調査と授業を実
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囲の喫煙環境：喫煙経

6%で現在も喫煙が51.9%

。母親の喫煙率は 1.9％
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喫煙を避ける事の困難

まあ大変」が 79.6%。

煙草の煙を吸わない方法をやってみようと

思うかについては、「大いにやってみようと

思う」「まあやってみようと思う」を合わせ

て 78.6%。その反面「あまりやってみようと

思わない」「全くやってみようと思わない」

を合わせると 16.7%であった。アウトカム評

価：介入群では対照群と異なりモデル授業前

に比べて後に、煙草を吸うことは周りの人の

体に悪いと認識する子どもが多くなる傾向

にあった。プロセス評価：全体としてモデル

授業が受け入れらていた。【考察】ベトナム

の子どもたちは、煙草を吸ったことがなく、

煙草を吸いたいと思っていない、将来煙草を

吸わないと思っているのが各々ほぼ全員で

あった。家族とその周りは、でも喫煙する人

は多く、煙草の有害性はほぼ全員で認識され

ているが、煙草の授業を受けたことがあるの

は１割に満たない結果であった。このような

実態のなか、喫煙率が下がらないのは、大人

になるにつれ喫煙の機会を獲得することが

考えられる。その要因を探る必要性と子ども

の頃からの禁煙教育が示唆される。また、日

本の養護教員が禁煙授業を実施しても、その

効果があることが判明した。【結論】ベトナ

ム公立中学校の１年生を対象とし、形成調査

の後に日本の養護教諭が主体となってモデ

ル禁煙授業を実施したところ、モデル禁煙授

業は有効であることが示された。
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